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伊勢丹グループ企業理念

「いらっしゃいませ」で始まり、
「毎度ありがとうございます」で終わる、
この二つの言葉の間に伊勢丹がある。

・
伊勢丹の伝統は、ここで生まれた。
伊勢丹の未来も、ここから生まれる。

伊勢丹が言うファッションとは、
衣食住のすべてを包みこむ
フレッシュな感性のことである。
それを、伊勢丹のすみずみまで満たしたい。
ファッションは、毎日毎日を
あたらしくしていく空気である。

お客さまとは、「感性と科学」を共有し－
従業員とは、生きがいのある職場をつくり－
株主には、ゆたかな実りで報い－
お取引先とは、共存共栄をはかり－
地域社会には、良き市民として行動し－

お互いに信頼し、信頼される関係を築く。

・「質の高い満足感」をさしあげる、最良の品ぞろえとサービスをいたします。
・「健全な企業体質」を保っていくために、一人一人が努力します。
・「あたらしさへ挑戦」し、現状に満足せず、勇気をもって仕事にあたります。
・「良識ある社会人」として、高い倫理観と美しい心をもって行動します。
・「かけがえのない環境」を守り、それを次の世代へつたえていくよう努めます。

根本精神

企業スローガン

企業ビジョン

企業の姿勢

道義を守り、奉仕の心を持つ、
企業経営。

毎日が、あたらしい。
ファッションの伊勢丹

伊勢丹は、人々と、ともに感じ、
ともに考え、ともに歓び、
明日の暮らしを創造する。

私たちは「お客さま第一」から出発し

胸おどる日々。伊勢丹

あたらしさに挑んでいく勇気。
のびのびした発想と、自由な風。
季節を彩る美しさ、明るさ。
私たちは、伊勢丹を誇りに思う。

ごあいさつ

代表取締役
社長執行役員

株主の皆様へ

株主の皆様には益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

さて、平成17年９月30日をもちまして当社の第121期中間期

の決算を行いましたので、ここに中間報告書をお届けさせ

ていただきます。

何卒、ご高覧いただきたくお願い申しあげます。
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中間営業報告書
（平成17年4月1日から平成17年9月30日まで）

1．営 業 の 概 況

（1）企業集団の営業の経過および成果

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、在

庫調整の遅れや輸出の伸びが鈍化したことなどか

ら一時は足踏み状態となりました。しかしながら、

企業部門の収益改善を背景に設備投資が堅調に推

移するとともに、雇用・所得環境の改善が緩やか

に進んだことで個人消費にも底固い動きが見られ

るなど、景気は総じて民需中心の安定的な成長軌

道への復帰をうかがう動きとなりました。

小売業界におきましては、業種業態を超えた競

争が加速する中、独自の店づくりや自社ブランド

の開発等で顧客獲得に取り組む企業があるととも

に、市場変化に合わせて新たな業態を模索する動

きもありました。また、

需要面におきまして

も、夏の軽装｢クール

ビズ｣運動や愛知万博

等の押し上げ効果があ

り、一部に消費回復を

実感できる場面もあり

ました。しかしながら、

消費全般の回復は依然

まだら模様で、減収傾

向が続く企業も多く、

業界全体としては、引き続き厳しい状況で推移い

たしました。

この間、当企業集団におきましては、伊勢丹グ

ループの永続的な発展を確かなものとするために

第119期を初年度として「価値創造３ヶ年計画」を

推進しておりますが、当中間連結会計期間の具体

的な取り組みといたしましては、店頭組織の改革

をさらに推し進めることで、顧客起点の徹底を図

るとともに、本社部門の総務・人事機能の一部を

子会社に移管することで、業務効率の向上とグル

ープ支援機能の強化に努めました。

また、本年４月には株式会社静岡伊勢丹と株式

会社新潟伊勢丹を、それぞれ当社の完全子会社と

することで、両社の営業力強化と業務効率の向上

に向けて当社主導の機動的な施策が推進できる体

制を整えました。

次に、事業の種類別セグメントの概況をご報告

申しあげます。

■百貨店業

百貨店業におきまし

ては、「オンリー・ア

イ」、「ＩＱ（イセタ

ン・クオリティ）」を

核とした独自性の高い

商品を衣・食・住のす

べての分野において、

幅広く提案すること

で、企業スローガンで

あります「毎日が、あ

たらしい。ファッショ

ンの伊勢丹」を具体的に実践してまいりました。

当社本店におきましては、「メンズ館」（ISETAN

MEN’S）が、本年９月で新装オープン２周年を迎

え、引き続き売上高が好調に推移いたしておりま

す。また、「メンズ館」につきましては、他社の追

随を許さない独自性と圧倒的な商品力にさらに磨

きをかけることで関係各界の注目を集めるなど、

依然として高い評価を頂戴いたしております。

また、当社支店におきましては、地域における

店舗間競争がさらに激しさを増す中で、品揃えや

業務オペレーション等を標準化した「ユニットシ

ョップ」が、支店の収益力向上

に引き続き効果をあげておりま

す。

他方、当社が支援いたして

おります福岡市の株式会社岩田

屋につきましては、本年２月に

再建計画が無事終了し、自立に

向けた経営基盤の再構築に継続

して取り組んでおりますが、本

年３月に発生した「福岡県西方

沖地震」等の影響もあり、売上

高は予想以上に厳しい状況となりました。しかし

ながら、経費節減等に鋭意努めました結果、利益

面は堅調に推移し、当企業集団の収益向上に貢献

をいたしております。
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さらに、株式会社ジェイアール西日本伊勢丹に

おきましても、売上高が引き続き前年同期を上回

るなど好調を維持いたしております。

一方、株式会社小倉伊勢丹につきましては、品

揃えや販売サービスの抜本的な見直しに全力を挙

げて取り組んでおり、今後も収益性の改善に向け

た立て直し策をさらに強力に推し進めてまいりま

す。

次に、海外の百貨店業におきましては、特に中

国が同国の高い経済成長を背景に売上高を大きく

伸ばしておりますが、

本年９月24日には、中

国山東省の省都である

済南市に、同国４店舗

目の出店となる済南伊

勢丹を好評裡に開店い

たしました。済南伊勢

丹につきましては、情

報提案型の百貨店とし

て、中国における新興

富裕層をターゲットに「あこがれ」を具現化する

百貨店を目指してまいります。

また、シンガポール、マレーシアにつきまして

も、アジア地域の高い経済成長に支えられて、売

上高は堅調に推移いたしております。

以上のような結果により、百貨店業の売上高は

3,173億円余、前年同期比121.1％、営業利益は104億

円余、前年同期比216.9％となりました。

■クレジット・金融業

クレジット・金融業におきましては、株式会社

伊勢丹アイカードが、当企業集団の重要な顧客戦

略であります「アイカード」の取扱高を伸ばすこ

とで、手数料収入やキャ

ッシングの融資残高等を

増やすとともに、収益力

向上に向けて経費削減等

に努めました。

この結果、クレジッ

ト・金融業の売上高は65

億円余、前年同期比

96.1％、営業利益は24億円余、前年同期比127.4％と

なりました。

■小売・専門店・レストラン業

小売・専門店・レストラン業におきましては、

紳士・婦人服専門店業を営む株式会社バーニーズ

ジャパンが、昨年10月に銀座店を開店し、新宿、

横浜と合わせて３店舗の体制となりましたが、先

見性の高い品揃えと洗練されたサービスで、ファ

ッション感度の高いお客さまから多大なご支持を

頂戴し、売上高等も順調に推移いたしております。

また、スーパーマーケット業を営む株式会社ク

イーンズ伊勢丹につきましては、伊勢丹ファンの

多い首都圏を中心に店舗展開をいたしております

が、｢食の安心・安全｣や健康を重視した質の高い

品揃えを追求することで、地元のお客さまにご満

足をいただくとともに、白金高輪店も新たに開店

の予定でございます。

さらに、レストラン業を営む株式会社伊勢丹ダ

イニングにつきましては、収益力強化に向けて、

各店舗ごとに業務オペレーションの見直しや販売

経費の圧縮等に取り組んでおります。

以上のような結果により、小売・専門店・レス

トラン業の売上高は369億円余、前年同期比109.7％、

営業利益は３億円余となりました。

■その他事業

その他事業につきましては、株式会社伊勢丹ビ

ジネスサポートと株式会社伊勢丹ビルマネジメン

トサービスが、当企業集団の物流・施設に関する

外部委託業務の効率化に取り組むとともに、株式

会社キャリアデザインが、当企業集団の人事関連

業務の生産性向上に向け、採用・教育等に関する

支援業務の集中化と標準化に取り組んでおります。

その結果、その他事業の売上高は165億円余、前

年同期比110.3％、営業利益は３千万円余となりま

した。

以上のような結果により、当連結会計年度の中

間連結決算につきましては、売上高は3,545億円余、

前年同期比119.5％、営業利益は133億円余、前年同

期比185.7％、経常利益は139億円余、前年同期比

171.0％、中間純利益は76億円余、前年同期比87.8％

となりました。

また、当社単体の中間決算につきましては、売

上高は2,056億円余、前年同期比100.8％となり、損

益面は、経費構造の抜本的な見直しと利益管理の

徹底に鋭意努めました結果、営業利益は87億円余、

前年同期比179.5％、経常利益は100億円余、前年同

期比148.3％となりました。一方、「価値創造３ヶ年

計画」の最終年度として、さらに強固な財務体質

〈クイーンズ伊勢丹白金高輪店〉

〈バーニーズ ニューヨーク 銀座店〉

〈済南伊勢丹〉
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の構築に向け、特別利益として社有地および投資

有価証券の売却等で１億円余を計上するとともに、

特別損失として社有地の売却等で１億円余を計上

いたしました結果、中間純利益は57億円余、前年

同期比64.3％となりました。

なお、期中に札幌市の株式会社丸井今井から再

建に向けての支援要請がありましたが、同社が策

定する再生計画案が成立することを前提条件に受

諾をいたしました。今後は、情報システム等の営

業基盤の再構築等において事業再生を支援してま

いる所存でございます。また、今回の支援は、当

社にとってもサプライチェーン全体に対する一定

の影響力を保持することで、当社の収益力向上に

効果が期待できるものと考えております。

さて、今後の経済環境につきましては、民需主

導の本格的な景気回復とデフレからの早期脱却が

強く望まれますが、原油高や米中経済の動向等に

も不透明要素があり、景気の先行きには依然とし

て曲折が予測されます。

小売業界におきましては、足元における景気の

回復傾向が今後も持続するとの期待感が広がる一

方、社会保険料等の増加や増税への動きが消費マ

インドに及ぼす影響も懸念されており、個人消費

は引き続き一進一退で推移するものと思われます。

一方で、消費者ニーズの多様化はますます進むと

ともに、顧客の支持を得るための業態を超えた競

争がさらに激しさを増し、生き残りをかけた提

携・合併等の動きも加速すると思われます。

このような状況のもとで当企業集団は、選択と

集中をさらに徹底することで、経営資源の効率的

な配分を推し進め、「価値創造３ヶ年計画」に掲げ

た目標を確実に達成することで、「伊勢丹ブランド」

のさらなる価値向上に努めてまいります。

また、当社におきましても企業理念に掲げた

「お客さま第一」の基本姿勢を着実に実践すべく、

すべての業務を顧客起点で再構築するとともに、

お客さまに感動・ご満足していただける販売サー

ビスや品揃えの実現に不断の努力を傾注してまい

ります。

また、コーポレート・ガバナンスにつきまして

は、株主の皆様からご信頼いただける客観性・透

明性の高い経営機構の構築に継続して取り組むと

ともに、コンプライアンスいわゆる法令遵守の経

営体制につきましても、独自のマニュアルを作成

し当企業集団全体に啓蒙教育を実施することなど

で、企業価値創造の基盤整備に努めてまいります。

ここに、株主の皆様の日頃のご支援とご愛顧に

対しまして、深く感謝申しあげますとともに、今

後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い

申しあげます。

その他事業�
16,522

小売・�
専門店・�
レストラン業�
36,995

クレジット・�
金融業�
6,507

百貨店業�
317,327

事業の種類別売上高（百万円）�

■事業の種類別セグメント情報

百貨店業
クレジット・小売・専門店・ そ の 他

計
消去又は

連　結
金 融 業 レストラン業 事　　業 全　　社

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

売　　上　　高

外部顧客に対する売上高 317,252 3,972 30,657 2,669 354,551 － 354,551

セグメント間の内部売上高 74 2,534 6,338 13,853 22,801（22,801） －
又は振替高

計 317,327 6,507 36,995 16,522 377,352（22,801）354,551

営　業　費　用 306,910 4,080 36,665 16,483 364,140（22,939）341,201

営　業　利　益 10,416 2,426 330 38 13,212 137 13,349
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店　　　　別 金　　　　額 構　成　比 前年同期比

本　　　　店 116,020百万円 56.4％ 100.8％

立　川　店 18,664 9.1 102.3

吉 祥 寺 店 8,360 4.1 100.4

松　戸　店 13,439 6.5 100.2

浦　和　店 22,493 10.9 99.8

相 模 原 店 15,145 7.4 100.4

府　中　店 11,514 5.6 101.8

合　　　　計 205,638 100.0 100.8

（商品別売上高）

当社の店別売上高の構成比�
�

9.1％�

4.1％�

6.5％�

10.9％�

7.4％�

本　店�

5.6％�

府中店�

立川店� 吉祥寺店�

松戸店� 浦和店� 相模原店�

56.4％�

当社の商品別売上高の構成比�

9.9％�

13.1％�

3.7％�

5.6％�

18.5％�

衣料品� 身のまわり品�

家庭用品�雑　貨�

食料品� その他�

49.2％�

■百貨店業の会社別（店別）売上高

＜当社＞

衣　料　品 101,264百万円 49.2％ 103.6％

身のまわり品 20,360 9.9 105.8

雑　　　　貨 26,979 13.1 102.5

家 庭 用 品 7,501 3.7 99.5

食　料　品 38,083 18.5 91.8

そ　の　他 11,447 5.6 97.8

合　　　　計 205,638 100.0 100.8

商　品　別 金　　　　額 構　成　比 前年同期比

�静岡伊勢丹 10,515百万円 102.1％
�新潟伊勢丹 18,276 102.0
�小倉伊勢丹 7,437 92.4

＜関係会社＞

法人名 金　　　　額 前年同期比
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16,000

売上高�
（百万円）�
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601
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9

8,70
9
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7
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7
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第118期� 第118期� 第120期�第121期�第119期� 第118期� 第120期�第121期�第119期�第120期�第121期�第119期�
△△3
,0933,09
3

△3
,093

期　　別 第118期 第119期 第120期 第121期中間期（当中間連結会計期間）
平成14年４月～ 平成15年４月～ 平成16年４月～ 平成17年４月～

項　　目 平成15年３月 平成16年３月 平成17年３月 平成17年９月

（2）営業成績および財産の状況の推移
① 企業集団の営業成績および財産の状況の推移

( ) ( ) ( )
売　上　高（百万円） 601,897 614,810 628,996 354,551

経 常 利 益（百万円） 17,109 16,157 21,907 13,921
中間（当期）純利益
または当期純損失（△）（百万円） 7,701 △3,093 12,619 7,647

１株当たりの中間（当期）純利益
または当期純損失（△） （円） 34.42 △13.93 56.46 34.35

総　資　産（百万円） 420,938 423,565 461,579 458,818

純　資　産（百万円） 154,664 153,128 163,930 175,207

( )

（注記）１株当たりの中間（当期）純利益または当期純損失の算定に当たっては、「１株当たり当期純利益に関する会計
基準」（企業会計基準第２号）および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第４号）を適用しております。
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5

12,2
86

11,2
36

11,2
36
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5
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2
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2
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2
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2

5,71
2
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27

12,1
27

12,1
27

（注記）１．１株当たりの中間（当期）純利益または当期純損失の算定に当たっては、「１株当たり当期純利益に関する
会計基準」（企業会計基準第２号）および「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会
計基準適用指針第４号）を適用しております。

２．第119期から「商法施行規則の一部を改正する省令」（平成15年２月28日法務省令第７号）に基づき、従来
の「中間（当期）利益または当期損失」「１株当たりの中間（当期）利益または当期損失」は、それぞれ
「中間（当期）純利益または当期純損失」「１株当たりの中間（当期）純利益または当期純損失」と表示し
ております。

② 当社の営業成績および財産の状況の推移

期別 第118期 第119期 第120期 第121期中間期（当中間期）
平成14年4月～ 平成15年4月～ 平成16年4月～ 平成17年4月～

項目 平成15年3月 平成16年3月 平成17年3月 平成17年9月

売　上　高（百万円） 434,524 438,431 434,405 205,638

経 常 利 益（百万円） 12,286 11,236 21,336 10,091

中間（当期）純利益（百万円） 3,962 △10,325 12,127 5,712または当期純損失（△）

１株当たりの中間（当期）純利益
または当期純損失（△） （円） 17.60 △46.48 54.26 25.65

総　資　産（百万円） 301,436 318,526 305,875 319,821

純　資　産（百万円） 134,288 126,494 136,570 145,354

( ) ( ) ( ) ( )

性　　　　　別 従 業 員 数 前期末比較増減

男　　　　　　　性 1,668名 9名増

女　　　　　　　性 2,270名 94名減

合　　　　　　　計 3,938名 85名減

株　主　数

当　中　間　期　末 25,685名

前 期 末 比 較 増 減 2,406名減

当　中　間　期　末 223,314,003株 35,568百万円

前 期 末 比 較 増 減 861,600株増 435百万円増

2．会 社 の 概 況（平成17年９月30日現在）
（1）企業集団の主要な事業内容

当企業集団は、百貨店業、クレジット・金融業、小売・専門店・レス
トラン業およびその他事業の４事業を行っております。

（2）株　式　の　状　況
① 当社が発行する株式の総数 800,000,000株

② 発行済株式の総数および資本金

（3）株　主　の　状　況

（4）従 業 員 の 状 況
① 企業集団の従業員の状況

（注記）臨時雇用者、アルバイトは含んでおりません。

発行済株式の総数 資　本　金

（注記）発行済株式の総数および資本金の増加は、当中間期中における新株引受権および
新株予約権の行使によるものであります。

従業員数 前期末比較増減

百 　 　 貨 　 　 店 　 　 業 7,633名 36名増

ク レ ジ ッ ト ・ 金 融 業 266名 1名増

小売・専門店・レストラン業 1,022名 38名増

そ　　の　　他　　事　　業 609名 45名増

合　　　　　　　　　　計 9,530名 120名増

② 当社の従業員の状況

（注記）臨時雇用者、アルバイトは含んでおりません。
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（5）取締役および監査役の氏名、会社における地位および担当または主な職業

（注記）1．※1印は「商法」第188条第２項第７号ノ２に定める社外取締役であります。
2．※2印は「株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律」第18条第１項
に定める社外監査役であります。

3．※3印は当該株式会社における「商法」第188条第２項第７号ノ２に定める社外
取締役であります。

4．※4印の永楽実業（株）は平成17年10月１日付でエム・ユー・トラスト総合管
理（株）に商号変更いたしております。

5．※5印の三菱証券（株）は平成17年10月１日付で三菱UFJ証券（株）に商号変
更いたしております。

地　　　　位 氏　　　名 担当または主な職業

代表取締役 会長執行役員 小　柴　和　正
代表取締役 社長執行役員 武　藤　信　一 兼営業本部長
代表取締役 副社長執行役員 橋　本　幹　雄 総務部・人事部・外商統括部担当
取　締　役 専務執行役員 石津谷　悦　朗 営業本部長

取　締　役 常務執行役員 大　川　惠之輔
営業本部営業政策部長・営業政策部
営業企画担当長兼国内関係会社統括
部・海外統括部担当
（社）経済同友会副代表幹事・専務理事

※1取　締　役 渡　邉　正太郎 ※3（株）りそなホールディングス取締役
※3（株）りそな銀行取締役

※1取　締　役 谷　野　　　剛 （株）三菱総合研究所代表取締役社長
常勤監査役 � 田　正　輝
常勤監査役 二　瓶　郁　夫

※2監　査　役 川　浪　惠太郎 ※4永楽実業（株）代表取締役社長
※2監　査　役 五　味　康　昌 ※5三菱証券（株）代表取締役会長

科　　　　　　目 金　　　額 科　　　　　　目 金　　　額

中間連結貸借対照表
（平成17年９月30日現在）

百万円（負　債　の　部） 273,449
流　動　負　債 196,821

支払手形及び買掛金 57,615

１年内償還予定社債 10,000

短　期　借　入　金 41,252

未　払　法　人　税　等 5,103

ポイントカード引当金 1,422

そ　　　　の　　　　他 81,427

固　定　負　債 76,627

社　　　　　　　　　債 35,000

長　期　借　入　金 11,743

繰　延　税　金　負　債 1,220

退 職 給 付 引 当 金 25,868

役員退職慰労金引当金 522

そ　　　　の　　　　他 2,272

（少数株主持分） 10,162

少数株主持分 10,162

（資　本　の　部） 175,207

資　　本　　金 35,568

資 本 剰 余 金 42,150

利 益 剰 余 金 90,111

その他有価証券評価差額金 9,803

為替換算調整勘定 a 2,348

自　己　株　式 a 79

合　　　　　　計 458,818

百万円（資　産　の　部） 458,818
流　動　資　産 148,757

現　金　及　び　預　金 25,192

受取手形及び売掛金 71,388

有　　価　　証　　券 1,081

た　な　卸　資　産 36,846

繰　延　税　金　資　産 4,519

そ　　　　の　　　　他 12,109

貸　倒　引　当　金 △ 2,380

固　定　資　産 309,064

有形固定資産 162,854

建 物 及 び 構 築 物 101,685

土　　　　　　　　　地 49,421

建　設　仮　勘　定 677

そ　　　　の　　　　他 11,069

無形固定資産 7,637

投資その他の資産 138,572

投　資　有　価　証　券 48,935

差 入 敷 金 保 証 金 71,556

繰　延　税　金　資　産 1,818

そ　　　　の　　　　他 19,012

貸　倒　引　当　金 △ 2,750

繰　延　資　産 996

合　　　　　　計 458,818
（注記）本中間営業報告書に記載する金額については、表示桁未満の端数がある場合、こ

れを切り捨ててあります。また、比率については、表示桁未満の端数がある場合、
これを四捨五入してあります。
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科　　　　　　目 金　　　額

百万円
営　　　　業　　　　収　　　　益

売　　　　　　　　　上　　　　　　　　　高 354,551

営　　　　　業　　　　　費　　　　　用 341,201

売　　　　上　　　　原　　　　価 249,953

販　売　費　及　び　一　般　管　理　費 91,247

営　　　　　業　　　　　利　　　　　益 13,349

営 　 業 　 外 　 収 　 益 3,303

受　取　利　息　及　び　配　当　金 573

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 246

そ　　　の　　　他　　　の　　　収　　　益 2,483

営 　 　 業 　 　 外 　 　 費 　 　 用 2,731

支 払　　　　　利　　　　　息 848

そ　　　の　　　他　　　の　　　費　　　用 1,883

経　　　　常　　　　利　　　　益 13,921

特　　　　別　　　　利　　　　益 525

固 　 定 　 資 　 産 　 売 　 却 　 益 132

投 資 有 価 証 券 売 却 益 46

過　年　度　損　益　修　正　益 347

特　　　　　別　　　　　損　　　　　失 150

固 　 定 　 資 　 産 　 売 　 却 　 損 150

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 14,296

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 4,447

法　　人　　税　　等　　調　　整　　額 1,146

少　　数　　株　　主　　利　　益 1,054

中 　 　 間 　 　 純 　 　 利 　 　 益 7,647

15

中間連結損益計算書
（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）

科　　　　　　目 金　　　額

科　　　　　　目 金　　　額

百万円
（資本剰余金の部）

資本剰余金期首残高 41,713

資 本 剰 余 金 増 加 高 436

増資による新株式の発行 435

自 己 株 式 処 分 差 益 1

資本剰余金中間期末残高 42,150

（利益剰余金の部）

利益剰余金期首残高 84,089

利 益 剰 余 金 増 加 高 7,647

中 間 純 利 益 7,647

利 益 剰 余 金 減 少 高 1,624

配　　　　当　　　　金 1,556

役　　員　　賞　　与 68

（うち監査役賞与） （―）

利益剰余金中間期末残高 90,111

百万円
営業活動によるキャッシュ・フロー 10,067

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,450

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,952

現金及び現金同等物に係る換算差額 377

現金及び現金同等物の増減額 2,042

現金及び現金同等物の期首残高 22,225

現金及び現金同等物の中間期末残高 24,268

中間連結剰余金計算書
（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）

中間連結キャッシュ・フロー計算書の要旨
（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）

経

常

損

益

の

部

特

別

損

益

の

部

営

業

損

益

の

部

営

業

外

損

益

の

部
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〔中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項〕
1. 連結の範囲に関する事項
（1）連結子法人等の数　33社
（2）主要な連結子法人等の名称

㈱静岡伊勢丹、㈱新潟伊勢丹、㈱小倉伊勢丹、㈱岩田屋、イセタンオブジャパン Ltd.、上海梅龍鎮
伊勢丹百貨有限公司、天津伊勢丹有限公司、上海華亭・伊勢丹有限公司、済南伊勢丹百貨有限公司、
イセタン（シンガポール）Ltd.、イセタン（タイランド）Co., Ltd.、イセタンオブジャパン Sdn. Bhd.、
㈱伊勢丹アイカード、㈱バーニーズ ジャパン、㈱クイーンズ伊勢丹、㈱伊勢丹ダイニング、㈱マミ
ーナ、㈱センチュリートレーディングカンパニー
なお、済南伊勢丹百貨有限公司は、㈱伊勢丹等が出資を行い新たに設立し、支配権を獲得したこと
により、連結子法人等に含めております。
㈱スイングは㈱伊勢丹スイングに名称を変更しております。

（3）主要な非連結子法人等の名称
㈱伊勢丹ソレイユ、岩田屋ホームサービス㈱、㈱エージークラブ、㈱九州コミュニケーションサー
ビス、㈱愛生

（4）非連結子法人等について連結の範囲から除外した理由
非連結子法人等は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、中間純損益（持分に見合う額）
および利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも中間連結財務諸表に重要な影響を及ぼしてい
ないためであります。

2. 持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した関連会社の数　６社
（2）持分法を適用した関連会社の名称

㈱ジェイアール西日本伊勢丹、㈱浜屋百貨店、大立伊勢丹百貨股 有限公司、アイティーエム クロー
バーCo., Ltd.、㈱エージーカード、新宿地下駐車場㈱

（3）持分法非適用会社の名称および持分法を適用しない理由
持分法非適用会社（㈱伊勢丹ソレイユ他）は中間純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分
に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性が乏しいため、持分法は適用し
ておりません。

3. 連結子法人等の中間決算日等に関する事項
連結子法人等のうち、上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司、天津伊勢丹有限公司、上海華亭・伊勢丹有限
公司、済南伊勢丹百貨有限公司、イセタンオブジャパンLtd.、イセタン（シンガポール）Ltd.、イセ
タン（タイランド）Co.,Ltd.、イセタンオブジャパン Sdn. Bhd.、ミンツ88Co.,Ltd.、イセタン（イタ
リア）S.p.A.およびレキシム（シンガポール）Pte.Ltd.の中間決算日は６月末日、㈱岩田屋、岩田屋友
の会㈱、㈱バーニーズ ジャパンおよび㈱井筒屋ウィズカードの中間決算日は８月末日でありますが、
当中間連結財務諸表の作成に当たっては、各社の中間決算日現在の財務諸表を使用し、中間連結決算
日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

4. 会計処理基準に関する事項
（1）重要な資産の評価基準および評価方法

有価証券
その他有価証券（時価のあるもの） 中間連結決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部資本直入法により処理し、売却原価は主
として移動平均法により算定）

その他有価証券（時価のないもの） 主として移動平均法による原価法

デリバティブ 時価法
たな卸資産
商　　　　　品 主として売価還元法による原価法
そ　　の　　他 主として先入先出法による原価法

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産
建物及び構築物 主として定額法
その他の有形固定資産 主として定率法
無形固定資産 定額法
ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定
額法を採用しております。
投資その他の資産「その他」（投資不動産）
建　　　　　物 定額法
そ　　の　　他 定率法

（3）重要な繰延資産の処理方法
創　　立　　費 「商法施行規則」の規定に基づく最長期間（５年）で均等償却し

ております。
開　　業　　費 「商法施行規則」の規定に基づく最長期間（５年）で均等償却し

ております。
（4）重要な引当金の計上基準

貸倒引当金
当中間連結会計期間末に有する債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実
績率による計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能
見込額を計上しております。
退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務および年金資産の見込額
に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。
過去勤務債務は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（３～８年）による定額法
により発生時から費用処理をしております。
また、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（８～10年）による定額法により発生年度の翌連結会計年度から費用処理しております。
役員退職慰労金引当金
取締役、監査役および執行役員の退任時の退職慰労金の支払に備えるため、会社規程に基づく当中
間連結会計期間末要支給額を計上しております。
ポイントカード引当金
連結子法人等㈱岩田屋、㈱バーニーズ ジャパンおよび㈱クイーンズ伊勢丹で採用し、販売促進を目的
とするポイントカード制度による将来のお買物券発行等の費用発生に備えるため、ポイント残高に対
して、過去のお買物券発行実績率等に基づき、将来のお買物券発行見込額等を計上しております。

（5）重要なリース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、
主として通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

（6）重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務等につい



2019

中間貸借対照表
（平成17年９月30日現在）

科　　　　　　目 金　　　額 科　　　　　　目 金　　　額
百万円（資　産　の　部） 319,821

流　動　資　産 97,929

現　金　及　び　預　金 8,434

受　　取　　手　　形 426

売　　　　掛　　　　金 27,877

た　な　卸　資　産 19,808

繰　延　税　金　資　産 2,260

関係会社短期貸付金 32,983

そ　　　　の　　　　他 6,948

貸　倒　引　当　金 △ 810

固　定　資　産 221,891

有形固定資産 105,378

建 物 及 び 構 築 物 64,240

土　　　　　　　　　地 35,772

建　設　仮　勘　定 624

そ　　　　の　　　　他 4,741

無形固定資産 8,284

投資その他の資産 108,229

投　資　有　価　証　券 39,930

関　係　会　社　株　式 18,780

長　期　貸　付　金 53

差 入 敷 金 保 証 金 35,591

そ　　　　の　　　　他 13,892

貸　倒　引　当　金 △ 20

合　　　　　　計 319,821

百万円（負　債　の　部） 174,466

流　動　負　債 116,626

買　　　　掛　　　　金 34,888

１年内償還予定社債 10,000

短　期　借　入　金 29,714

コマーシャルペーパー 10,000

未　払　法　人　税　等 3,173

そ　　　　の　　　　他 28,849

固　定　負　債 57,840

社　　　　　　　　　債 35,000

長　期　借　入　金 500

繰 延 税 金 負 債 1,048

退 職 給 付 引 当 金 18,890

役員退職慰労金引当金 515

そ　　　　の　　　　他 1,885

（資　本　の　部） 145,354

資　　本　　金 35,568

資 本 剰 余 金 42,150

資　本　準　備　金 42,150

利 益 剰 余 金 58,584

利　益　準　備　金 5,057

任　意　積　立　金 21,829

中 間 未 処 分 利 益 31,697

その他有価証券評価差額金 9,130

自　己　株　式 a 79

合　　　　　　計 319,821

て振当処理を、金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用して
おります。
ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 為替予約取引、為替・金利リスクを回避するためのスワップ取引

およびオプション取引
ヘッジ対象 外貨建営業債務、借入金および社債の支払金利
ヘッジ方針
当社グループのリスク管理方針に基づき、為替変動リスクおよび金利変動リスクをヘッジすること
としております。
ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ手段およびヘッジ対象について、連結会計年度末（中間連結会計期間末を含む）に個別取引
毎のヘッジ効果を検証しておりますが、ヘッジ対象の資産または負債とヘッジ手段について元本、
利率、期間等の重要な条件が同一の場合には、本検証を省略することとしております。

（7）消費税等の会計処理
消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

会計処理の変更
（計上区分の変更）
従来、営業外収益に計上しておりました業務提携や業務支援等に伴う収入が、百貨店事業の拡大戦略
への取組みに伴い拡大してきたことから、これらの実態を営業活動として適正に表示するため、当
中間連結会計期間より売上高として計上することに変更しました。また、これらに対応する費用に
ついても従来営業外費用として計上しておりましたが、費用収益の対応を適正に行うため、当中間
連結会計期間より販売費及び一般管理費に計上することとしました。
これらの変更により、損益に与える影響は軽微であります。

〔中間連結貸借対照表の注記〕
1. 有形固定資産の減価償却累計額 …………………………………………… 137,369百万円
2. 非連結子法人等および関連会社に関する主な項目

投資有価証券（株式）……………………………………………………… 5,632百万円
3. 保証債務 ……………………………………………………………………… 1,755百万円
4. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

〔中間連結損益計算書の注記〕
1. １株当たりの中間純利益 …………………………………………………… 34円35銭
（期中平均株式数により算出）

2. 中間連結会計期間に係る納付税額および法人税等調整額は、当期において予定している利益処分による
圧縮積立金の積立ておよび取崩しを前提として、当中間連結会計期間に係る金額を計算しております。

3. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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中間損益計算書
（平成17年４月１日から平成17年９月30日まで）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
百万円

営　　　　業　　　　収　　　　益 206,226

売　　　　　　　上　　　　　　　高 205,638

そ　の　他　の　営　業　収　入 588

営　　　　業　　　　費　　　　用 197,433

売　　　　上　　　　原　　　　価 148,176

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 49,257

営　　　　業　　　　利　　　　益 8,793

営　　業　　外　　収　　益 3,282

受　取　利　息　及　び　配　当　金 915

そ　　の　　他　　の　　収　　益 2,367

営　　業　　外　　費　　用 1,984

支　　　　払　　　　利　　　　息 489

そ　　の　　他　　の　　費　　用 1,494

経　　　　常　　　　利　　　　益 10,091

特　　　　別　　　　利　　　　益 193

固 　 定 　 資 　 産 　 売 　 却 　 益 132

投　資　有　価　証　券　売　却　益 46

関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 15

特　　　　別　　　　損　　　　失 146

固 　 定 　 資 　 産 　 売 　 却 　 損 83

関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 62

税　引　前　中　間　純　利　益 10,138

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 2,551

法　　人　　税　　等　　調　　整　　額 1,874

中　　　間　　　純　　　利　　　益 5,712

前　　期　　繰　　越　　利　　益 25,984

中　　間　　未　　処　　分　　利　　益 31,697

経
　
　
常
　
　
損
　
　
益
　
　
の
　
　
部

特

別

損

益

の

部

営

業

損

益

の

部

営
業
外
損
益
の
部

〔重要な会計方針〕

1. 資産の評価の方法
有　　価　　証　　券
子会社株式および関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券（時価のあるもの） 時　　　　価　　　　法

（評価差額は全部資本直入法により処理し、売却原価は移動平均
法により算定）

その他有価証券（時価のないもの） 移動平均法による原価法
た　な　卸　資　産
商　　　　　　　　品 売価還元法による原価法
貯　　　蔵　　　品 先入先出法による原価法

2. 固定資産の減価償却の方法
有　形　固　定　資　産
建　　　　　　　　物 定　　　　額　　　　法
その他の有形固定資産 定　　　　率　　　　法
無　形　固　定　資　産 定　　　　額　　　　法
ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定額
法を採用しております。
投資その他の資産「その他」（投資不動産）
建　　　　　　　　物 定　　　　額　　　　法
そ　　　の　　　他 定　　　　率　　　　法

3. 引当金の計上の方法
貸　倒　引　当　金 中間期末現在に有する債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率による計算額を、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額
を計上しております。

退 職 給 付 引 当 金 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務お
よび年金資産の見込額に基づき、当中間期末において発生してい
ると認められる額を計上しております。
過去勤務債務は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（３年）による定額法により発生時から費用処理しており
ます。また、数理計算上の差異は、発生時の従業員の平均残存勤
務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により発生した期
の翌期から費用処理しております。

役員退職慰労金引当金 取締役、監査役および執行役員の退任時の退職慰労金の支払に備え
るため、会社規程に基づく中間期末要支給額を計上しております。
なお、同引当金は「商法施行規則」第43条に規定する引当金であり
ます。

4. リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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5. 消費税等の会計処理
消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

会計処理の変更
（計上区分の変更）
従来、営業外収益に計上しておりました業務提携や業務支援等に伴う収入が、百貨店事業の拡大戦略
への取組みに伴い拡大してきたことから、これらの実態を営業活動として適正に表示するため、当
中間期からその他の営業収入として計上することに変更しました。また、これらに対応する費用に
ついても従来営業外費用として計上しておりましたが、費用収益の対応を適正に行うため、当中間
期より販売費及び一般管理費に計上することとしました。
これらの変更により、その他の営業収入は588百万円となり、従来の方法に比べ販売費及び一般管理
費は186百万円増加し、営業利益が401百万円増加しておりますが、経常利益および税引前中間純利
益には影響ありません。

〔中間貸借対照表の注記〕
1. 関係会社に対する短期金銭債権……………………………………………… 55,392百万円

関係会社に対する長期金銭債権……………………………………………… 0百万円
関係会社に対する短期金銭債務……………………………………………… 25,929百万円
関係会社に対する長期金銭債務……………………………………………… 134百万円

2. 有形固定資産から控除した減価償却累計額………………………………… 102,348百万円
投資その他の資産から控除した減価償却累計額…………………………… 5,088百万円

3. 中間貸借対照表に計上した固定資産のほか、情報処理機器他の一部をリース契約により使用しており
ます。

4. 保証債務額……………………………………………………………………… 30,763百万円
なお、上記のほか、関係会社の借入等に対する念書2,743百万円があります。

5. 「商法施行規則」第124条第３号に規定する金額……………………………… 9,130百万円
6. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

〔中間損益計算書の注記〕
1. 関係会社との取引高

売　　　上　　　高……………………………………………………… 100百万円
その他の営業収入……………………………………………………… 323百万円
仕　　　入　　　高……………………………………………………… 6,253百万円
営業取引以外の取引高……………………………………………………… 13,402百万円

2. １株当たりの中間純利益（期中平均株式数により算出）…………………… 25円65銭
3. 特別利益に計上しました「固定資産売却益」は社有土地等を売却したものであります。
4. 特別損失に計上しました「固定資産売却損」は社有土地等を売却したものであります。
5. 当中間期に係る納付税額および法人税等調整額は、当期において予定している利益処分による圧縮積

立金の積立ておよび取崩しを前提として、当中間期に係る金額を計算しております。
6. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（株）伊勢丹およびグループ百貨店の店舗のご案内
〈国内の店舗〉

●シンガポール
●シンガポール伊勢丹・スコッツ店
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店
●シンガポール伊勢丹・カトン店
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店

〈海外の店舗〉

●マレーシア
●クアラルンプール伊勢丹・LOT 10店
●クアラルンプール伊勢丹・KLCC店

●タイ
●バンコク伊勢丹

●台湾
●高雄大立伊勢丹

●中国
●上海華亭伊勢丹
●上海梅龍鎮伊勢丹
●天津伊勢丹
●済南伊勢丹

㈱ 伊 勢 丹
本　　　店 …〒160-0022 東京都新宿区新宿三丁目14番１号 03-3352-1111
立　川　店 …〒190-0012 東京都立川市曙町二丁目５番１号 042-525-1111
吉 祥 寺 店 …〒180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町一丁目11番５号 0422-21-1111
松　戸　店 …〒271-0092 千葉県松戸市松戸1307番地の１ 047-364-1111
浦　和　店 …〒330-0063 埼玉県さいたま市浦和区高砂一丁目15番１号 048-834-1111
相 模 原 店 …〒228-0803 神奈川県相模原市相模大野四丁目４番３号 042-740-1111

府　中　店 …〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目41番２号 042-334-1111
㈱静岡伊勢丹 …〒420-0031 静岡県静岡市葵区呉服町一丁目７番地 054-251-2211
㈱新潟伊勢丹 …〒950-0909 新潟県新潟市八千代一丁目６番１号 025-242-1111
㈱小倉伊勢丹 …〒802-8508 福岡県北九州市小倉北区京町三丁目１番１号 093-514-1111
㈱ジェイアール西日本伊勢丹 …〒600-8555 京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町 075-352-1111
㈱岩 田 屋 …〒810-8680 福岡県福岡市中央区天神二丁目５番35号 092-721-1111

本　店 立川店 吉祥寺店 松戸店

㈱新潟伊勢丹 ㈱岩田屋

浦和店 相模原店 府中店 ㈱静岡伊勢丹

㈱小倉伊勢丹 ㈱ジェイアール西日本伊勢丹
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株主メモ

決　　　算　　　期 3月末日
配当金のお支払い

利益配当金 3月末日の最終株主名簿および実質株主名簿に記載もし
くは記録の株主または登録質権者に定時株主総会の決
議をへてお支払いいたします。

中間配当金 9月末日の最終株主名簿および実質株主名簿に記載もし
くは記録の株主または登録質権者に取締役会の決議を
へてお支払いいたします。

定 時 株 主 総 会 6月下旬
公 告 掲 載 新 聞 東京都において発行する日本経済新聞

第118期より、決算公告に代えて、貸借対照表および損
益計算書の公示は、定時株主総会開催日の翌日より、当
社ホームページhttp://www.isetan.co.jp/bsplに掲載い
たしております。

上 場 証 券 取 引 所 株式会社東京証券取引所
１単元の株式の数 100株
名 義 書 換 代 理 人 〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
同 事 務 取 扱 場 所 三菱UFJ信託銀行株式会社

〒171-8508 東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電　話 0120-707-696（フリーダイヤル）

同 　 取 　 次 　 所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

（ ）郵便物ご送付先
電話お問い合わせ先

◎株式の名義書換、株券の併合、単元未満株式の買取り等のご請求、住所変更、

改印、改姓名等のお届け出、配当金の振込先等受領方法のご指定、取扱期間経

過後の配当金のお受け取り、その他各種お問い合わせは、上記名義書換代理人

および同取次所でお取り扱いいたします。

◎住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式の買取りのご請求に必要な各用

紙および株式の相続手続き依頼書に関するご送付のご連絡については、上記名義

書換代理人はフリーダイヤル0120-864-490で24時間お承りいたしております。

◎配当金のお受け取りに関しましては、郵便貯金口座への振込によるお受け取り

もできます。お手続きには振込指定書のご提出が必要ですので名義書換代理人

の上記フリーダイヤルに指定書用紙をご請求ください。

◎単元未満株式の買取りのご請求につきましては、当社「株式取扱規程」所定の

手数料をご負担いただきます。なお、株券保管振替制度により株券を証券会社

に預託されている場合の、単元未満株式の買取り等のご請求および諸手続きに

つきましては、お取引の証券会社にお申し出ください。

株主ご優待制度のご案内

（3）ご　優　待　内　容
取　扱　店
本店、立川店、吉祥寺店、松戸店、浦和店、相模原店、府中店、アイ・プラザ東浦和、
静岡伊勢丹、新潟伊勢丹、小倉伊勢丹、ジェイアール京都伊勢丹

お買物方法
・現金による合計3,000円以上のお買物（消費税・割引除外品目を除く）に限ります。
・現金には、当社の商品券および全国百貨店共通商品券を含みます。また、伊勢丹アイカ
ード、イセタンクローバーサークルお買物券、その他の優待制度とあわせてご使用いた
だくことはできません。
・１回のお買物につき優待券１枚のご使用となります。
・インターネットショッピングおよび代金引換配送にはお使いいただけません。
割　引　額
割引対象品合計金額（消費税を除く）の10％（割引額の10円未満は切り捨て）です。

割引除外品目
商品券、全国百貨店共通商品券、ワイシャツ仕立券、ギフト券類（ビール券、図書カー
ド他）、煙草、地金、地金型金貨、プラチナ貨、地金相場連動商品、ゴルフ会員権、書籍、
配送料、修理・加工料、食堂・喫茶、理・美容室、エステティックサロン、歯科室、テ
ィースアート、写真室、クリーニング、貸衣裳、屋上諸施設、チケット販売、旅行代金、
駐車料金、福袋、その他特に指定したもの

＊「その他特に指定したもの」に該当するブランドとして、ブルガリ、カルティエ、ティファニー、フォク
シー、エルメス、シャネル（宝飾と一部ジュエリー時計）等がございますのでご留意ください。なお、
「その他特に指定したもの」に該当する商品は、予告なく変更させていただく場合もございますので、詳
しくは店頭にて係員にお尋ねください。

〔1〕株主お買物優待券

（1）発 　 行 　 基 　 準
３月末日および９月末日現在100株以上ご所有の株主各位に発行いたします。
100株以上500株未満の株主 ……………………………３枚
500株以上1,000株未満の株主 …………………………６枚
1,000株以上2,000株未満の株主…………………………12枚
2,000株以上3,000株未満の株主…………………………15枚
3,000株以上4,000株未満の株主…………………………18枚
4,000株以上5,000株未満の株主…………………………24枚
5,000株以上10,000株未満の株主 ………………………30枚
10,000株以上の株主 ……………………………………60枚

（2）郵送時期と有効期限
対象株主の確定日 郵　送　時　期 有　効　期　限
３月末日現在の株主 同年７月上旬 同年12月末日
９月末日現在の株主 同年12月上旬 翌年７月末日
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〔2〕株主ご優待クーポン券

（1）発 　 行 　 基 　 準
３月末日および９月末日現在100株以上ご所有の株主各位に発行いたします。
100株以上1,000株未満の株主………………………………………１冊
1,000株以上の株主 …………………………………………………２冊

（2）１冊に含まれるクーポン券の枚数と内容
●株主ご優待クーポン券 …………………………………………10枚
●駐車場時間延長クーポン券 ……………………………………６枚

対象株主の確定日 郵　送　時　期 有　効　期　限

３月末日現在の株主 同年７月上旬 同年12月末日
９月末日現在の株主 同年12月上旬 翌年７月末日

（3）郵送時期と有効期限

（4）ご　優　待　内　容
＜株主ご優待クーポン券＞
・イートパラダイス、理容室、美容室、写真室、貸衣裳、洗車コーナーにおける現金によ
る3,000円以上のご利用（消費税・割引除外品目は除く）に適用いたします。
・割引額は、割引対象品合計金額（消費税を除く）の10％（割引額の10円未満は切り捨て）
です。
・現金には、当社の商品券および全国百貨店共通商品券を含みます。また、伊勢丹アイカ
ード、イセタンクローバーサークルお買物券、株主お食事ご利用券、その他の優待制度
とあわせてご使用いただくことはできません。
・１回のご利用につきクーポン券１枚のご使用となります。
＜駐車場時間延長クーポン券＞
・各店にてお買物による駐車場の無料サービスを受けられるお客さまに限り、無料駐車時
間を１時間延長いたします。

（5）そ　　　の　　　他
クーポン券をご利用いただける取扱店舗につきましては30ページ以降をご覧ください。ま
た、ご利用の際は必ず「株主ご優待クーポン券」の表紙裏面に記載の「ご利用上のご案内」
をお読みください。

〔3〕株主お食事ご利用券

（1）発 　 行 　 基 　 準
３月末日および９月末日現在1,000株以上ご所有の株主各位に発行
いたします。
1,000株以上の株主………………………………………………１枚

（2）郵送時期と有効期間

※上記各有効期間を過ぎますとご利用いただけませんのでご注意ください。

（3）ご　優　待　内　容
・当社の本支店、新潟伊勢丹のイートパラダイス、静岡伊勢丹のレストランシティにおける
ご飲食代金に充当いたします。

・１回のご飲食につき１枚のご利用とさせていただきます。またご飲食代金の3,000円を超え
る部分のご入金は、現金のみとさせていただきます。現金には当社発行の商品券、全国百
貨店共通商品券を含みます。また、伊勢丹アイカード、イセタンクローバーサークルお買
物券とあわせてご利用いただくことはできません。

・ご飲食代金が3,000円以下の場合にも、ご利用いただけますが、お釣銭はお出しいたしませ
ん。

・「株主お食事ご利用券」は、株主ご優待クーポン券とあわせてご利用いただくことはできま
せん。また、現金とのお引き換えはいたしません。

（4）そ　　　の　　　他
「株主お食事ご利用券」の取扱店舗につきましては30ページ以降をご覧ください。また、ご
利用の際は必ず「株主お食事ご利用券」裏面の記載をご覧ください。

対象株主の確定日 郵　送　時　期 有　効　期　間

３月末日現在の株主 同年７月上旬 同年 ７月１日から12月末日まで
９月末日現在の株主 同年12月上旬 翌年 １月２日から６月末日まで
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〔4〕クイーンズ伊勢丹 株主お買物優待券

（1）発 　 行 　 基 　 準
３月末日および９月末日現在100株以上ご所有の株主各位に発行
いたします。
100株以上の株主 ………………………………………………20枚

（2）郵送時期と有効期限

（3）ご　優　待　内　容
取　扱　店
ご利用いただける店舗につきましては、「クイーンズ伊勢丹 株主お買物優待券」の裏表紙
に記載いたしておりますのでご覧ください。

お買物方法
・現金による合計3,000円以上のお買物（消費税を含む、割引除外品目を除く）について、
１ヶ所のレジでのお支払いに際し、優待券１枚のご使用となります。
・現金には、株式会社伊勢丹発行の商品券を含みます（全国百貨店共通商品券につきまし
ては、クイーンズ伊勢丹ではご使用になれません）。

割　引　額
割引対象品合計金額（消費税を含む）の10％（割引額の１円未満は切り捨て）です。

割引除外品目
酒類、煙草、ギフト券類（ビール券他）、ギフト商品、アクアクララ、100円プラザの商
品、テナントの商品、食堂・喫茶、クリーニング、駐車料金、配送料、その他特に指定
させていただく場合もございますので、詳しくは店頭にて係員にお尋ねください。

対象株主の確定日 郵　送　時　期 有　効　期　限

３月末日現在の株主 同年７月上旬 同年12月末日
９月末日現在の株主 同年12月上旬 翌年７月末日

■株主ご優待クーポン券および株主お食事ご利用券の取扱店舗（平成17年９月30日現在）
※ジェイアール京都伊勢丹では株主お食事ご利用券は、ご利用いただけませんので、
あらかじめご了承ください。

●イートパラダイス
和・洋・中の個性豊かなお店が勢揃い。各店自慢のこだわりメ
ニューで美味なる時間をお過ごしください。お祝事など特別な
日のご会食、ご宴会にもご利用ください。

本　　店…本館7階イートパラダイス
和食

●鮨　魯山 ●日本料理　新宿星岡茶寮
●とんかつ　さき亭 ●京懐石　正月屋　�兆
●天ぷら　銀座天一 ●うなぎ　つきじ宮川本
●日本そば　おらがそば信州 ●板前割烹　分とく山

洋食

●マクロビオティック料理　チャヤ ●南欧料理　AGIO
●洋食　西櫻亭

中国料理

●中国料理　北京かおや
●中国潮州料理「潮州菜館」銀座アスター

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

カフェ

●喫茶　カフェノーブル

…各階　喫茶室
●BPQCカフェ（本館地下2階） ●カフェフィオーレ（本館1階）
●アフタヌーンティー･ティールーム（本館2階） ●サロン・ド・クローバー（本館3階）
●キハチカフェ（本館4階） ●ロイヤルコペンハーゲンティーラウンジ（本館5階）
●サロン･ドテシノワ（メンズ館8階）●ビューティーパークカフェハーフスイーツ
●コムサカフェ（パークシティ5・2階） （パークシティ1・1階）

…本館パーキングビル
洋食

●イタリア料理　トラットリア・ターボロ・ディ・フィオーリ（1階）

…パークシティイセタン2
和食

●天ぷら　銀座天一（1階）

中国料理

●中国料理　維新號（2階）

…パークシティ3
洋食

●イタリアレストラン　B・A・R（バール）（2階）

立 川 店…8階イートパラダイス
和食

●鮨　魯山 ●京懐石　味�兆
●とんかつ　さき亭 ●日本そば　総本家更科堀井
●天ぷら　銀座天一 ●風流日本料理　歌行燈

洋食

●キハチイタリアン ●cafe洋食Bar 西櫻亭
●京の洋食工房　モレット

中国料理

●中国料理　銀座アスター「遊彩」

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

…各階　喫茶室
●スターバックスコーヒー（1階） ●アフタヌーンティー･ティールーム（3階）
●ティールームラ・キャバン（4階）

吉祥寺店…本館8階イートパラダイス
和食

●寿司　築地寿司清 ●とんかつ　和幸
●うどん・そば　歌行燈

洋食

●ピッツァサルヴァトーレ・クオモ
●カジュアルイタリアンターボラカルダ・バール

中国料理

●中国料理　南国酒家

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

…各階　喫茶室
●カフェ･テレジア（本館3階） ●カフェ･ドミニク（本館6階）
●カフェ･コムサ（新館2階）

…新館　地階
和食

●寿司　島長鮨

松 戸 店…本館11階 イートパラダイス
和食

●寿司　築地寿司清 ●うどん・そば　歌行燈
●日本料理　つきじ植むら ●とんかつ　和幸

中国料理

●中国料理　銀座アスター

洋食

●イタリア料理　トラットリア・ターボロ・ディ・フィオーリ



3231

カフェ

●アイズカフェ

…各階　喫茶室
●カフェノーブル（新館2階） ●カフェコルテーレ（本館4階）
●カフェキャピタル（本館6階）

浦 和 店…7階イートパラダイス
和食

●寿司　築地寿司清 ●日本料理　つきじ植むら
●とんかつ　和幸 ●てんぷら　新宿つな八
●旬の味　いっさい ●そば・うどん　家族亭
●しゃぶしゃぶ　銀座しゃぶ通

洋食

●ステーキ　赤坂クーポール ●パスタ＆カフェ　チャオ

中国料理

●中国料理　好蘭

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

…喫茶室
●六本木クローバー（3階）

浦和アイプラス1…1階
洋食

●マーケットレストラン　AGIO（1階）

相模原店…本館6階・7階イートパラダイス
和食

●鮨　清泉 ●うなぎ　つきじ宮川本
●とんかつ　和幸 ●うどん・そば　歌行燈
●天ぷら　天 代 ●稲庭うどん　久徳
●お好み焼き　ぼてぢゅう

洋食

●カジュアルレストラン　満天星　●洋食レストラン　西櫻亭
●イタリアンレストラン　キハチ
●カフェ&ピザパスタ　トゥ・ザ・ハーブズ

中国料理

●中国料理　南国酒家

…各階　喫茶室
●アフタヌーンティー･ティールーム（1階） ●フラッグスカフェ（2階）
●銀座若松（5階） ●カフェノーブル（A館1階）
●FOBコープカフェ（A館3階）

府 中 店…9階イートパラダイス
和食

●寿司　築地寿司清 ●そば膳処　越後長岡小嶋屋
●串揚げ　串の坊 ●日本料理　歌行燈

洋食

●南欧料理　AGIO

中国料理

●中国料理　桃源酒家

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

…9階　グルメダイニング
和食

●海鮮丼　源兵衛 ●うなぎ　つきじ宮川本
●とんかつ　和幸 ●日本そば　おらがそば信州

洋食

●洋食　フォークグリル

中国料理

●中国料理　北京かおや

…喫茶室
●ウィタード（6階）

静岡伊勢丹…8階レストランシティ
和食

●寿司　築地寿司清 ●活そば処　いわきゅう
●とんかつ　和幸 ●京の鉄板焼き・ねぎ焼き 京わらべ

洋食

●イタリア料理　トラットリアカプリ

中国料理

●中国料理　銀座王府井

カフェ

●カフェ　プラス

…各階　喫茶室
●アフタヌーンティー･ティールーム（2階） ●ダイニングカフェチャカ（4階）

新潟伊勢丹…7階イートパラダイス
和食

●寿司　築地寿司清 ●和食ぐるめ　庄屋
●越後そば処　長岡小嶋屋 ●とんかつ　和幸
●京風らーめん・甘味　さが野

洋食

●イタリアンフード＆ワイン　ス・ミズーラ

中国料理

●中国料理　南国酒家

カジュアルレストラン

●イセタンダイニング

…各階　喫茶室
●ルーテシアグランジュテ（2階）●ウィタードティールーム（3階）
●クリームティーズ（5階）

ジェイアール京都伊勢丹…11階イートパラダイス
和食

●せいろ料理　葵茶屋 ●とんかつ　和幸
●京料理　京都和久傳 ●うどん･そば　美々卯
●てんぷら　天一 ●とうふ料理　京豆冨不二乃
●寿司　築地寿司清 ●肉料理　モリタ屋
●ゆばと京旬菜　松山閣

洋食

●たまご料理　モレット ●イタリア料理　アンティ・カフェ
●洋食　西櫻亭

中国料理

●中国料理　點心茶室

カフェ

●オープンカフェ　神戸カプチーノ倶楽部
●ベーカリーカフェ　カフェ・ベレー

…7階～10階　オープンビューレストラン
和食

●加賀屋（8階） ●炭火串焼　こけこっこ（10階）

洋食

●ワンサカンサ（7階） ●市場小路（9階）

…各階　喫茶室
●カントリーハウス英國屋（3階） ●フラッグスカフェ（4階）
●ブラウニーズクラブ（5階） ●茶寮　都路里（6階）
●マールブランシュ（6階）

●理容室
みなさまのお好みに応じたあらゆるスタイルに対応いたします。
本　　店…パークシティ3・地階理容室

●美容室
美的センスあふれるスタッフが新たな美しさへのお手伝いをい
たします。和装着付けなど慶事列席のお支度にもご利用くださ
い（一部店舗を除きます）。
本　　店…パークシティイセタン1･1階 ビューティーパークサロン

シセイドー、パークシティ3・3階 美容室ラカリテ、パー
クシティイセタン4・2階スタジオＶ

立 川 店…8階資生堂ビューティーサルーン
吉祥寺店…新館4階ズッソエフ　　 松 戸 店…本館9階田島美容室
相模原店…A館6階 TAYA美容室　　　府 中 店…9階 TAYA美容室
アイ・プラザ東浦和…2階 TAYA美容室
小倉伊勢丹…4階ズッソキッズヘアー
ジェイアール京都伊勢丹…7階ズッソキッズヘアー、9階 TAYA美容室

●写真室
お宮参り、七五三、入学、成人、ウエディング等人生の記念の
日を美しく飾る写真を心をこめて撮影させていただきます。
本　　店…パークシティイセタン2・2階、パークシティ3・3階
立 川 店…8階　　吉祥寺店…新館5階　　松 戸 店…本館9階
浦 和 店…6階　　相模原店…A館6階　 府 中 店…9階
ジェイアール京都伊勢丹…9階

●貸衣裳
お宮参り、七五三、成人式、卒業式等折々の祝着をはじめ、結
婚式の新郎、新婦、列席者の衣裳を、経験豊かなスタッフがお
選びいたします。
本　　店…パークシティ3・2階
立 川 店…8階　　　　松 戸 店…本館9階　　浦 和 店…6階
相模原店…本館5階　　府 中 店…9階
ジェイアール京都伊勢丹…10階

●洗車コーナー
卓越した技術を持つスタッフが手洗いにて愛車を美しく仕上げ
ます。
本　　店…本館パーキング・地下5階洗車場

パークシティイセタン1・4A階洗車場

●駐車場
駐車場のクーポン券については、下記の駐車場にてご利用いた
だけます。記載されている駐車場以外ではご利用いただけませ
んので、ご了承ください。
本　　店…伊勢丹パーキング、パークシティイセタン1
立 川 店…伊勢丹地下駐車場、パークアベニュー駐車場
吉祥寺店…F＆F駐車場、吉祥寺パーキングプラザ、いなりやビル駐

車場
（吉祥寺店にて駐車場クーポン券をご使用になる場合は、駐
車場サービス券と交換いたしますので、店頭にてお申し出
ください。）

松 戸 店…伊勢丹第1パーキング、伊勢丹第2パーキング
浦 和 店…コルソ・伊勢丹パーキング、浦和パーキングセンター、

NPC浦和駅前パーキング
相模原店…伊勢丹本館地下駐車場、大和パーク駐車場

（相模原店にて駐車場クーポン券をご使用になる場合は、本
館2階＝インフォメーションカウンターにお申し出ください。）

府 中 店…市営地下駐車場、大国魂神社駐車場、府中宮西駐車場
（府中店にて駐車場クーポン券をご使用になる場合は、店
頭にてお申し出ください。）

静岡伊勢丹…タケダパーキング、明生呉服町パーキング、佐乃春パー
キング、東管パーキング

新潟伊勢丹…万代シティ第1駐車場、万代シティ第2駐車場
小倉伊勢丹…小倉伊勢丹／I’m駐車場

（小倉伊勢丹にて駐車場クーポン券をご使用になる場合
は、店頭にてお申し出ください。）

ジェイアール京都伊勢丹…京都駅ビル駐車場
（ジェイアール京都伊勢丹にて駐車場クーポン券をご使用
になる場合は、駐車場サービス券と交換いたしますので、
各階駐車場サービス承りカウンターにてお申し出ください。）



東京都新宿区新宿三丁目14番1号（〒160-0022）

電話（03）3352-1111（大代表）

ホームページ http://www.isetan.co.jp

株式会社　伊 勢丹


